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平成３０年度 工事専用軌道検討委員会を開催

立山砂防工事専用軌道（通称「トロッコ」）は、砂防工事の人員及び資機材の運搬

を行っており、近年では、富山県が主催している「立山カルデラ砂防体験学習会」等、

年間約千人の一般の方々が利用しています。このトロッコは、延長18㎞、標高差640m

で最大勾配1/12の非常に急峻で落石の多い箇所を運行しており、軌道の安全確保全般

にわたり課題を抽出・整理するとともに、今後の運行時における安全管理のあり方に

ついて専門家の意見をうかがうため、平成11年度から委員会を開催しています。

今年度は、これまでの委員会での防災カルテ点検や施設点検並びに安全対策の取り組み

を総括的に報告・提案し、各委員からは、点検方法や評価の考え方等について意見や質問

が出され、今後の落石対策や運行面などハード・ソフトの両面で安全確保に反映させていき

ます。

○開催日時：平成３１年１月２３日（水）１４時～１６時

○開催場所：富山県民会館

○委員メンバー：９名（敬称略）

委員長 竹内 章 ：富山大学 名誉教授

委 員 太田 岳洋：山口大学大学院創成科学研究科 准教授

寺田 潤 ：富山地方鉄道（株） 取締役 技術部長

山本 正純：建設業労働災害防止協会 富山県支部 専務理事

山本 賢治：弁護士

森田 耕司：富山県 土木部 砂防課長

本田 孝夫：（公財）立山カルデラ砂防博物館 館長

松原 誠 ：北陸地方整備局 河川部長

大坂 剛 ：北陸地方整備局 立山砂防事務所長

○参 加 者：２７名（委員・職員事務局メンバー等）

委員長 竹内 章 氏
（富山大学 名誉教授）

立山砂防事務所ＨＰのコンテンツ『立山軌道トロッコ』に『立山砂防のトロッコ』
に関する情報が掲載されています。是非、ご覧になって下さい！
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大坂委員挨拶
（立山砂防事務所長）
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